
ありがとうございました　
　次の方々からご厚志をいただきました。心からお礼申し
上げます。（順不同　敬称略）

■まごころ銀行へ
▽弓山イチ子（飯岡）▽太田ハジメ（福武甲）▽玉井由美子（壬

生川）▽笹本陽地（三津屋）▽砂田宏司（三津屋南）▽故杉吾市

（三芳）▽丹野幸雄（三芳）▽川又好子（楠）▽秋山温子（丹原

町田野上方）▽黒光千代美（丹原町田滝）▽近藤禮三郎（小松町

妙口）▽檜垣幸男（小松町新屋敷）▽第５回紅葉ＡＳＣ大会▽西

条高校生徒会▽国興産業㈱▽ボーイスカウト西条12団▽黒住教周

布教会所婦人部▽吉岡いきいき歌体操サークル▽丹原地区愛護班

連絡協議会▽小松あざみ会

■老人ホーム明水荘へ
▽生け花指導　稲住育子（下島山甲）▽散髪　伊藤泰博（明神

木）▽新聞　芥川秀人（神拝甲）▽押し花指導　佐藤ミヨ・秋月

理作子（大町）、長瀬　皋（中野甲）▽みかん・りんご　西条地

域労働者福祉協議会▽現金　茶道裏千家淡交会▽慰問　大町校区

民生委員▽現金　佛立寺

■老人ホーム石燧園へ
▽縫物奉仕　周桑天理教婦人部▽お茶会　茶道裏千家淡交会▽パ

ンジー寄せ植え　石根小学校児童会▽門松　周桑商工会小松支部

建設業部会▽音楽劇のＤＶＤ・手紙　石根小学校１・２年生

■特別養護老人ホーム道前荘へ
▽誕生会・尺八演奏ほか　曽我部水位山（丹原町北田野）▽喫

茶・カレンダー作り　コープえひめ福祉グループ▽門松　周桑商

工会小松支部建設業部会▽パンジー寄せ植え　石根小学校児童会

▽お茶会　茶道裏千家淡交会▽クリスマス会　石根保育所
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。
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ど
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今
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森
口
先
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講
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引
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た
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、
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落
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森
口
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、
体
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を
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自
分
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中
を
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っ
て
く
だ

さ
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ま
し
た
。
つ
ら
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越
え
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。

　

私
は
、
今
日
の
講
演
で
感
じ
た

心
の
震
え
を
、
家
に
帰
っ
て
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事
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。

　

も
し
か
し
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ら
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な
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友
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じ
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、

友
達
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友
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ま
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私
は
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分
を
信
じ
、
友
達

を
信
じ
て
い
ま
す
。

　

先
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、
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熱
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。
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と
思
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す
。

　12月14日に、住友重機械労
働組合連合会愛媛地方本部か
ら市内の全小・中学校へ図書
カードが贈呈されました。
　同組合からは、学校の図書
充実のために毎年図書カードの寄付をいただいています。

図書カードが寄贈されました

　12月22日に、㈳愛媛県エルピーガス協会西条支部から災
害時等における停電対策に活用してほしいと、市へ発電機
２台が寄贈されました。
　このほか当日は、同協会西条支
部・周桑支部と市との間で「災害
時における応急生活物資（ＬＰガ
ス等）の供給に関する協定」が締
結されました。（４ページ参照）

発電機が寄贈されました

　冬季は暖房の使用などによってエネルギーの消費が
増大する季節です。近年におけるエネルギー消費量の
著しい増加や地球環境問題への対応のために、一人ひ
とりが毎日の暮らしの中で省エネ
ルギーを実践することが大切です。
　暖房中の室内温度は20℃を目安
とするなど、家庭や学校、職場で
省エネを実践しましょう。

２月１日～28日は省エネルギー月間２月１日～28日は省エネルギー月間
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